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JSTについて
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JSTオープンサイエンス方針
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• オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関す
るJSTの基本方針 (2017年4月1日)

• オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関するJST の基本方針

I. 論文へのオープンアクセス
→原則としてオープンアクセス化を義務とする.

II. 研究データの取り扱い

- データ管理計画の作成
→研究データの取り扱いについて定めたデータ管理計画の作成を義務とする.

- 研究データの保存・管理・およびアクセスの確保
→ 論文根拠データの公開を推奨する.

• 「オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関するJST の基本方針」運用ガイ
ドライン



オープンサイエンスに関する研究者への情報提供
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研究者へのガイドライン（例︓ERATOガイド)



JSTにおけるファンディング情報のワークフロー (開発中)
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研究資金制度
に応募

ファンディングデータシステム(開発中)
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研究成果を管理

API

府省共通システム

•研究開発課題管理
•研究経費管理
•研究成果報告

データ解析
システム



研究者総覧
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https://researchmap.jp/

研究者情報

研究成果

研究開発課題
(ファンディング)



JSTプロジェクトデータベース
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JSTプロジェクトデータベースは、JSTが競争
的資金制度等により推進する研究課題に
関する情報を一元的に検索・閲覧できるサ
ービス。

2万2,000件以上の研究課題、5,900報以上
の成果報告書を検索することが可能。



J-STAGE –日本の学協会向けジャーナルプラットフォーム
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www.jstage.jst.go.jp

u日本の学協会向け電子ジャーナルプラットフォームと
して、JSTが1999年に運用を開始

u事業目的

u日本の学協会誌の電子出版化を促進

u電子出版物のインターネットを通じた普及及びオー
プンアクセスの促進

u登載内容(2021年6⽉3⽇時点)
Ø ジャーナル数 : 3,305
Ø 記事数 : 5,237,144 (プロシーディング等含む)

u約90％の登載誌が閲覧無料



研究データと論文をリンクさせる仕組み
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J-STAGE Data https://jstagedata.jst.go.jp/

Ø J-STAGE登載論⽂の根拠データ公開のためのリポジトリ
Ø 2020年3⽉運⽤開始
Ø オープンアクセス
Ø DOI登録
Ø 6誌・ 197データセットを公開

(2021年5⽉31⽇時点)

新着データセットの
サムネイル

閲覧・ダウンロード統計

検索

データへのリンク
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利用状況

閲覧数 : 21,071

ダウンロード数 : 2,917

...利用の51%がアメリカ, 41%が日本, 3%が
オランダ...


